






 

序言 

仮死分娩,即ち分娩時の低酸素状態により,脳発達障害がおこり,精神薄弱・脳性

麻卑などの症状を呈することは古くから知られていたが,その障害の発生機序

は明らかでない。われわれは脳発達障害の研究の一部として,ラットにおいて,

実験的仮死分娩による脳障害を発生せしめることに成功し,その動物の脳を用

いて,仮死分娩による脳障害の発生機序を研究した。この研究は,将来の分娩時

低酸素状態による,脳発達障害の発生の予防・治療の基礎資料を得る目的で行な

われたものであり,3 年間の研究中,この目的に関係するものを,概括し報告す

る。 


